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茶道
中央公民館ほか。狛

江市民まつりやつどいで呈
茶をする 狛江市茶道連盟
☎3488-7142岡見
ビーチボールバレー

11：20～13：40
市民総合体育館。健康な人。
60歳以上の人歓迎 体育
館履き、飲み物、タオル
50歳以上 5人 500円
700円 事前 ヘルシー
20☎・FAX3489-5232海
野
親子体操
毎 10：30～11：30

南部地域センター。平成
31年度に3歳になる子を
募集。体験無料 未就園
児（2歳児）の親子 先
着25組 1,000円 事
前 カンガルークラブ 
kangroo2018_komae 
@yahoo.co.jp小栗
親子体操

15：30～16：
30南部地域センター。身

体全体を使い遊び感覚で
運動する。体験無料 飲み
物、雑巾 3～6歳児と保
護者 先着10組 1,000
円 事前 コアラコア
ラ koala_komae@
yahoo.co.jp木村
剣道
毎 9：00～11：00

狛江第三小学校。竹刀・防
具は貸し出し。見学自由
動きやすい服装 小学生
10人 1,000円 狛江剣
友会☎080-3362-2514 
sunjo3203@gmail.

com小川
フルートアンサンブル
月３回 13：30～16：

30上和泉地域センター他。
演奏会を目指して練習中
楽器、譜面台 演奏、合
奏経験のある人 先着3人
4,000円 フルートハー
モニー「のがわ」☎090-
8038-8843FAX5438-
2320 kmta@kuramae. 
ne.jp鎌田

会員募集会員募集会員募集会員募集会員募集会員募集会員募集会員募集会員募集
なつかしい歌
毎 第2・4 4：00

～15：30西河原公民館。
叙情歌、フォーク、今どき
の歌。発声指導、ピアノ
伴奏 初めての人、楽譜が
読めなくても可 2,300
円 なつかしい歌の会☎
0422-42-3515半田
歌声
毎第 10：30～11：

45南部地域センター。見
学可 500円 うたご
えサロン☎・FAX3480-
4352湯浅

社交ダンス
月4回 初心者＝18：

00～19：00、一般＝19：
00～20：30中 央 公 民
館。少しでも踊れる男性歓
迎。女性可 ダンスシュー
ズ 5～6人 1,000円
3,300円（初心者・体験1
回500円） エコマダン
スサークル☎090-1252-
4267片山
書道
毎第2・4 13：30～

15：30中央公民館。基本
から、万葉がな、ペン習字、
条幅 1,000円 4,000
円 部屋代1,000円 美
墨会☎・FAX3480-1920
武居

リラクゼーションバレエ
19：15～21：30

中央公民館。クラシックバ
レエを基礎とした美容健康
体操。見学自由 3,200
円 Yu’sエッセンシャル
バレエ☎3489-2251原田
リフレッシュ体操

9：00～11：15
市民総合体育館。音楽に合
わせ、全身を動かし運動不
足解消。見学、体験歓迎
2,500円 狛江リフレッ
シュ体操同好会☎3489-
9833本橋
合気道

19：00～21：00、市民
総合体育館＝毎 8：45
～21：00、毎 16：15
～18：30。ストレッチ
から基本練習。1回無料

体験実施 タオル、飲み
物 子どもから 1,000
円 2,000円 事前 養
氣會狛江合気道倶楽部☎
090-5197-1269 aiki_
komae@yahoo.co.jp中
村
カラオケ
毎 第2・4 19：00

～21：00ノタリーノホー
ル（狛江駅北口）。ポピュ
ラーから演歌までレーザ
ーカラオケで練習。指導
あり。見学可。初心者歓
迎 筆記用具 若干名
2,000円 3,500円 事
前 狛江カラオケクラブ
☎・FAX3489-5246杉浦

フランス語 雑誌 読書会
月３ 13：00～14：

30中央公民館。フランス
雑誌を輪読。年2回食事会

あり 読み物のコピー等
フランス語を少し読め
る人 先着2人 資料代
1,000円/3カ月毎 締切5
月31日 白百合の会☎・
FAX3489-4578福川
ボディコンディショニ
ング
10：15～11：30中

央公民館。ピラティス＆
ストレッチでしなやかな
身体を作る 5本指ソック
ス、バスタオル、飲み物
1,000円 3,000円、体
験1回500円 事前、先
着順 ノートル☎080-
5439-8047横山
韓国語会話
毎 13：00～17：00

中央公民館他。韓国人留学
生を講師に実力に応じて学
ぶ。初心者歓迎 4,000円

4,000円 狛江韓国語同
好会☎3480-5760新井
英会話
毎 A=13：00～14：

30、B＝15：00～16：30
中央公民館または西河原公
民館。カナダ人講師を中心
に学ぶ。初・中級 筆記用
具、テキスト Eメール（携
帯メール含む）で連絡可能
で、日本語禁止に対応でき
る英語力の人 4,000円
（テキスト代随時） 事前、
先着順 狛江国際友好クラ
ブ katsfujii@outlook.
com藤井
民踊、新舞踊

13：00～14：30
中央公民館。身体を動かし
踊る 1,000円 美重駒会
☎3489-8673FAX3488-
5613西牧

狛江第一中学校近
くにある植勝絹山造園
(和泉本町１‒22-９)

は、造園業を始めて約60年を数える。
創業者の絹山勝平さん（大正10年
～平成11年）は中和泉にある農家の
四男だったが、成人後に生家から農地
を譲り受けて独立、現在の場所で農業
を始めた。戦争中は出征したが、戦後
にミャンマーから復員、農業の傍ら豆
の加工会社に勤めた。その後、東和泉
で苗木栽培と造園業を営んでいた兄の
絹山三平さん（大正2年～平成11年）
に誘われ、昭和35年頃から造園の仕
事を手伝うようになった。
その頃から狛江町（当時)と周辺は
宅地化が進み、東京オリンピック後の
住宅ブームでは庭を造る家が増えて仕
事が忙しくなった。兄の三平さんは木
の整形やせん定など植木の手入れが
得意だったが、勝平さんは大きな石

を使う日本風の庭造りを得意
とした。勝平さんは独立を考
えていたが、造園業には道具
や資材を運ぶ自動車が必需品
で、勝平さんは車の運転免許
を持っていなかったこともあ
り、8年余り兄の下で働いた。
そこで、長男で現社長の福一
さん（69）を後継者にするこ
とを決め、福一さんが18歳に
なるとすぐに自動車学校に通

わせて運転免許を取らせるとともに、
高校を卒業した43年に現在の社名で
看板を掲げて、勝平さん親子は独立し
た。ただ、兄弟は得意分野が違うため、
大きな石を使った庭造りが農家で流行
した頃は、兄と一緒に仕事を請け負う
ことも多かったという。
福一さんは車の運転はすぐ慣れた
が、植木や造園の知識はほとんどな
かったため、余裕がある時は遠縁にあ
たる市内の造園会社へ手伝いに行って
造園を基礎から学び、職人として腕を
磨いた。市内は庭付きの戸建て住宅の
建設も多く、繁忙期などには他社から
仕事を頼まれることもあり、同業者と
の関係を築いた。

福一さんは、自分の
仕事を子どもに無理
矢理継がせようとは

考えていなかったが、長男の健一さん
（42）は、高校生になると父の仕事を
積極的に手伝った。高校卒業後、健一
さんは自ら進んで専門的な知識を身に
付けようと小平市にあった造園などの
専門学校に入学、造園や土木について
学んだ。実家の仕事は個人住宅の庭造
りや管理が中心のため、もっと大きな
仕事がしたいと考えた健一さんは、卒
業すると杉並区の中堅造園会社に就
職。約10年間勤務して、道路や公園
の植栽、大型マンションの緑化などさ
まざまな仕事を手がけた。仕事を続け
るうち、時間の経過に応じて変化する
木の特徴を生かすという造園の仕事の
奥深さに気付き、そのおもしろさを再
認識したという。得意分野は木と石を
組み合わせた庭造りで、大小さまざま
な石と木を使って和風庭園や洋風の
ガーデニングも手がけ、市内の高齢者
の共同住宅などの庭なども担当した。
福一さん、健一さん親子は「庭造り
は時代とともに変わるが、施主の希望
をできるだけかなえるように努力する
ことが大切です」と話している。
植勝絹山造園　☎3488-0197　営
業時間＝午前８時～午後5時頃　不定休

木と石を組み合わせ和洋さまざまな庭造り

造園業始め約60年／庭付き戸建て住宅ブームで業績伸ばす絹山福一さん（左）と健一さん
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ことしは統一地方選挙の年で狛江市
でも市議会議員選挙が21
れる。明るい選挙推進協議会会長の大
門ミサ子さん(74)に話を聴いた。

「ほとんどの自治体に『明るい選挙推
進運動』に取り組むボランティアの明
るい選挙推進委員がいますが、その運
動の方針などを検討する上部組織とし
て明るい選挙推進協議会が置かれてい
ます。協議会は推進委員と選挙管理
委員で構成され、狛江の場合、24人
の推進委員から選ばれた6人と選挙管
理委員の２人の8人で構成されていま
す」
「私は、平成7年に自治会の推薦で推
進委員になりました。25年に協議会
委員になり、28年に会長に就任しま
した。協議会の仕事は、推進委員が行
う啓発活動、広報紙の発行、研修会の
３部門の内容の検討と総会の開催、市
民まつりのパレード、他市や都の協議
会との交流などがあります」
「ちょうど私が会長に就任した年は、選
挙権が18歳からとなった公職選挙法の
改正に加え、市長、参議院議員、都知
事と3つの選挙が重なり、大変でした。
10代の人の場合、初めての選挙は関心

が高いのですが、20代になるとガク
ンと下がる傾向があります。その対策
として、主権者教育に力を入れていく
必要があります。狛江市では、幼いう
ちから選挙の仕組みを知ってもらおう
と、選挙管理委員会事務局が、昨年の

市民まつり
会場で、実
際の選挙で
使う記載台
と投票箱を
使った投票
体験『親子
で投票！　
多摩川戦隊

コマレンジャー選挙』を実施しました。
また、依頼を受けた中学校の生徒会選
挙に投票箱など道具類の貸し出しを行
っており、どちらも主権者教育の一環
となっています。協議会として今後は
小・中学生を対象にした選挙出前授業

に加え、投票所へ足を運べない高齢者
の投票支援など、きめ細かい取り組み
をしていきたいと考えています」
「今回は通常の統一地方選より日程が1
週間繰り上がりますので、期日前投票
が始まると同時に狛江駅など３カ所で
投票の呼びかけなどの啓発活動を行い
ます。市議選はわがまちの将来を左右
する身近で大切な選挙です。有権者に
もっと関心を持ってもらって投票率が
向上するよう願っています」

大門ミサ子さんの横顔＝奈良県奈良
市生まれ。地元の高校卒業後、建設会
社に就職、21歳で結婚し退職。夫の

転勤に伴い昭和46年に上京、
49年に東野川のマンション
に転居した。二男一女に恵ま
れ、子どもが通った学校で
PTA活動を経験。57年以降、

夫の転勤で札幌市へ転居、次いで仙台
市へ転居した時に保険会社に就職、平
成3年に狛江市に戻ってからも50歳
まで勤めを続けた。日本語教室などの
ボランティア活動も続けている。趣味
は歴史探索とクラシック音楽の鑑賞。

狛江市明るい選挙推進協議会会長

大門ミサ子さん

市議選はわがまちの将来を左右する身近で大切な選挙です


